
平成２７年 ｍａｍａ 

 

お母さんのことを、なぜ「ｍａｍａ」というのかと思います。「ｍａｍａ」も「ｐａｐ

ａ」も赤ちゃんには言いやすい言葉だからということもありますね。でも、こんな風なこ

じつけもできるのです。 

ｍ ・・・ 待つ人 

ａ ・・・ 愛する人 

ｍ ・・・ 認める人 

ａ ・・・ あきらめない人 

こんな意味を込めて、いえ、そうであってほしいという願いをこめて「ｍａｍａ」と言

うのだろうと思います。 

「ｍ 待つ人」 

いつもいつも「早く早く」と子どもを追い立てがちになる、働いている忙しい私達母親

は、特に心がけたいですね。また「待つ人」というのは、それだけでなく、いつかはでき

るようになる、きっとなる、と先に希望を持って子どもを「待つ」ことのできる人、とい

う意味もあります。おぼつかないボタンのとめ外し、箸の持ち方、歯の磨き方・・・・。

しかし、くりかえし、くりかえし「いつかはできるようになる」と、希望を持って教え続

けることができる人を「お母さん」と言うのだろうと思います。そんな意味で、保育士

は、すばらしいお母さんかも知れません。ほんとうに、待ちます。あきらめず、大事なこ

とを繰り返し伝えています。 

「ａ 愛する人」 

子どもに「あなたが大好きだよ」「どんな時も大好きだよ」と、親の心を届ける人を

「お母さん」というのでしょう。お母さんといる時は、誰といる時より、安らげるもので

あると思います。子どもには、物より、心をあげたいものですね。 

「ｍ 認める人」 

うちの子は、気は小さいけどとってもやさしい子。うちの子はちょっとやんちゃだけ

ど、元気いっぱいでお友達といっぱい遊んでいる。という見方のできる人のことです。

「もうちょっと足が速ければいいのに」「もうちょっと鼻が高ければいいのに」「もうちょ

っと算数ができればいいのに」などと、ないものねだりするのでなく、今、わが子に与え

られているものをじっと見つめて、認める人、そして「これでよし」と前を向いていける

人のことを「お母さん」というのだろうと思います。 

「ａ あきらめない人」 

どうせ、やっぱり・・・と、わが子を見るのではなく、いつかはきっとできるようにな

る、いつかはきっとわかってくれる、と信じてあきらめずに慈しんでいける人のことを

「お母さん」というのだろうと思います。「認める」と「あきらめない」は反対のようで

すが、見方を変えると実は、一緒のことを言っているのが不思議なところです。 

平成２７年がやってきました。新しい年が皆様にとってよい年となりますよう、仲良く

元気で過ごせる１年でありますよう祈ります。 

 


